
はじめに

カミキリムシ科（Cerambycidae）は，植物に依存す
る植食性の昆虫である．成虫は，主に植物の葉や茎，
皮などを食べる．植物の繊維や組織をかじるため，大顎
とそれを動かす筋肉が発達している．幼虫の食草，食
樹は種類によって特定されており，草の茎や木の幹な
ど，植物の組織内に喰いこんでトンネルを掘り進み，大
顎で植物の組織を食べながら成長する．また，生きた植
物に食いこむものと，枯れた植物に食いこむものとがい
る．やがて蛹になり，木の中で羽化して成虫になる完全
変態の昆虫である（槙原，2010）．これまで福井県内で
は約280種が記録されている（福井昆虫研究会幹事会，
2008）．しかし，福井県内のカミキリムシ類に関するま

とまった調査記録は少なく，カミキリムシ類に関する知
見は乏しい．本研究では，福井市足羽山においてカミキ
リムシ類の調査を行った．

調査地・調査方法

（1）調査地の概要
足羽山は福井平野の中心に位置し，周りを市街地に囲

まれた孤立した小山である．山上は足羽山公園として整
備され，西部は墓地が広がっている．本調査では，愛宕
坂を起点とし福井市自然史博物館，福井平和塔，郷土
植物園付近を一周し，柄鏡塚古墳を経て，弘法院大師堂
を右折し西墓地を一周する全長約 4 kmを調査ルートと
して設定した（図 1 ）．調査ルート内は，コナラQurecus 

図1　調査ルートとその外観（（地理院地図） （国土地理院） より引用）
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serrataやリョウブClethra barbrinervis，アカメガシワ
Mallotus japonicus,アカマツPinus densifloraなどが林緑
で見られた．また，西墓地内では，クズPuerarialobata，
ヤブカラシCayratia japonicaなどが見られた．

（2）調査方法
調査は，上述の調査ルートをルッキングしながら

歩き左右片側約2.5ｍの範囲内にある植物をスイーピ
ングとビーティングし，カミキリムシ類を採集，種
名と個体数を記録するルートセンサス法で行った．
高さ約 1 ｍ未満の低木，草本ではスイーピングを行
い，1.5ｍ～2.5ｍの木本ではビーティングを行った．
また，ビーティングは 1 株あたり 6 回葉や枝などを
叩いた．ルートセンサス法による調査は，14：00～
16：30の時間帯で計30回行った．加えて，22：00～
23：30の時間帯で上述のルート上の街灯を歩きながら
カミキリムシ類を確認し，採集する灯火採集法による
調査も計30回行った．採集したカミキリムシ類は同定
が可能なものは逃がし，現地で同定が困難なものは持
ち帰り，大林・新里（2007），林ほか（1984），日本鞘
翅目学会（1984）に従って同定した．持ち帰った個体
は乾燥標本として保管した．なお，一部の標本は福井
市自然史博物館に寄贈した．また，ゴマダラカミキリ
Anoplophora malasiacaについては特定外来生物に指
定されているツヤハダゴマダラカミキリAnoplophora 
glabripennisと同定を行うため全個体持ち帰った．調
査は原則月 4 回とし， 3 年間で計60回行った．

 結　果

（1）個体数と種構成
本調査では，ノコギリカミキリ亜科，クロカミキリ

亜科，ハナカミキリ亜科，カミキリ亜科，フトカミキ
リ亜科の 5 亜科に属する27種計648個体が確認された

（表 1 ）．また，これまでに足羽山ににおいては55種の
カミキリムシ類が確認されていたが（梅村，2024），
本調査において，新たにルリカミキリBacch i sa 
fortunei japonicaが確認され（図 2 ），足羽山でこれま
でに確認されているカミキリムシ類は56種になった．
56種のうち，本調査では48.2%にあたる27種が確認さ
れた．亜科別の総種数に占める割合では，フトカミ
キリ亜科が15種で55.55％を占め，最も多かった（図
3 -A）．亜科別の総個体数に占める割合では，カミキ
リ亜科が35.38％で最も多かった（図 3 -B）．また， 3
年間合計の優占種はミヤマカミキリMassicus raddei ，
キマダラカミキリAeolesthes chrysothrix，ウスバカミ
キリMegopis siniaの 3 種であり，総個体数の約44.0%
を占めた（表 2 ）．

（2）群集構造の季節消長
優占 3 種の季節消長を図 4 -Aに，個体数と種数の

季節消長を図 4 -Bに示した．優占 3 種の季節消長を
見ると，ミヤマカミキリは 6 月下旬から見られ 6 月下
旬， 7 月初旬， 7 月下旬にかけて急激に個体数が増加
してピークがあり， 7 月下旬に個体数が最も多く確認
された．そして， 8 月下旬まで高い値で推移し， 8 月
下旬から 9 月初旬にかけて急激に個体数が減少し 9 月
下旬以降確認されなかった．キマダラカミキリは 6 月
初旬から見られ， 6 月初旬， 6 月下旬， 7 月初旬にか
けて急激に個体数が増加してピークがあり， 7 月初旬
に個体数が最も多く確認された．そして， 7 月下旬ま
で高い値で推移し，そこから 8 月初旬にかけて急激に
個体数が減少したが， 8 月下旬には個体数を回復さ
せ， 9 月初旬以降確認されなかった．ウスバカミキリ
は 6 月初旬から見られ，その後個体数が増加し， 7 月
下旬にピークが見られた．その後， 8 月初旬にかけて
急激に個体数が減少し， 9 月初旬以降確認されなかっ
た．種数と個体数の季節消長を見ると，種数は 5 月
下旬から 7 月下旬まで増加し，それ以降は減少した．
6 月下旬と 7 月下旬にピークがあった．個体数を見る
と， 5 月下旬から 7 月下旬にかけて急激に個体数が増
加し 7 月下旬にピークがあり， 7 月下旬から 9 月初旬
にかけて急激に個体数が減少し， 9 月初旬から10月下
旬にかけて緩やかに個体数が減少した．

（3）確認されたカミキリムシ類の特徴
確認されたカミキリムシ類を食樹と食樹の状態に

よって分類した，食樹は広葉樹食のもの針葉樹食のも
の針葉樹食，広葉樹食の両食ものに分類した（佐山ほ
か，2005）．これを種数について見た割合を図 5 -Aに
個体数について見た割合を図 5 -Bに示した．また食
樹の状態については，生木食のもの，枯木食のもの，

図2　ルリカミキリムシ
	 （福井市足羽山，19-Ⅶ, 2024，立松拓樹採集　福井市自

然史博物館所蔵：FOMNH JI 36168）
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朽木食のものに分類した．これを種数について見た割
合を図 6 -Aに個体数について見た割合を図 6 -B示し
た．食樹について種別で見ると，広葉樹食のカミキリ
ムシ類が44％と最も多く占め，次いで両食のカミキリ
ムシ類が37％を占めた．個体数について見ると，広葉
樹食のカミキリムシ類が49％と最も多くを占め，次い

で両食のカミキリムシ類が42％を占めた．食樹の状態
については，種数別で見ると，枯木食のカミキリムシ
類が52％最も多くを占め，ついで生木食のカミキリム
シ類が33％を占めた．個体数について見ると，生木食
のカミキリムシ類が36％を占め最も多く，次いで朽木
食のカミキリムシ類が33%を占めた．

表2  足羽山におけるカミキリムシ類の優占3種と総個体数に占める割合

図3-A	 カミキリムシ類の亜種別に見た総種数に占める割合． 図3-B	 カミキリムシ類の亜種別に見た総個体数に占める割合．

図4-A	 足羽山におけるカミキリムシ類の優占3種の季節消長． 図4-B	 足羽山におけるカミキリムシ類の個体数と種数の季
節消長．

図5-A	 食樹の種類別で見たカミキリムシ類の種数の割合． 図5-B	 食樹の種類別で見たカミキリムシ類の個体数の割合．
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考　察

（1）種構成について
本調査では 5 亜科27種計648個体が確認された．優

占種であるミヤマカミキリ，キマダラミヤマカミキリ
は 3 年間で33.17％を占めた． 2 種はコナラやクヌギ
Q. acutissimaなどを食樹としており，それらが生息す
る環境に依存している．加えて，広葉樹食のカミキリ
ムシ類が種数別で44％，個体数別で49％と最も多くを
占めた（図 5 -A，B）これらは，足羽山の 2 次林的な
環境をよく反映した結果だと言える．

また，枯木依存種が種別，個体数別ともに最も多く
を占めた．これは，森林の更新が進んでいないか，ナ
ラ枯れなどの影響により枯れ木が増えてることが影響
している可能性がある．本研究では，足羽山のみの調
査であるが，他地域との比較や足羽山で更なる調査を
行うことにより，枯木依存種のカミキリムシ類とナラ枯
れの進行や，森林の更新が行われないことによる枯木
の増加の関係について明らかにすることが必要である．

本調査では，特定外来生物に指定されているツヤハ
ダゴマダラカミキリ（環境省自然環境局野生生物課 
外来生物対策室，2023）は確認されなかった．本種は，
全国的に分布を拡大させ（国立環境研究所），近県で
は富山県に分布している（岩田ほか，2023；2024），
森林域に本種が侵入・定着した場合，在来カミキリ類
との食樹の競合や食害による樹木の枯損による食性
や森林生態系への影響（Haack et al., 2010）と，寄生
植物の多さによる農林水産業への被害など（Gaag & 
Looman, 2014; Straw et al., 2015）が懸念されるため，
今後，足羽山でも本種の侵入に警戒するが必要がある．

本調査では，外来種のラミーカミキリParaglenea 
fortuneiが毎年確認された．福井県内では1958年に確
認され，以降，分布を拡大している（下野谷，2005；
2008）．2000年代頃は北限は福井市清水町周辺と勝山
市であり福井市中心部には分布は確認されていなかっ
たが（保科ほか，2008），足羽山では普通に見られる
ようになったようである．

（2）季節消長について
本調査では， 7 月初旬から下旬にかけてカミキリム

シ類の個体数が増加しピークに達したが， 7 月初旬の
個体数の増加は優占第 2 位のキマダラミヤマカミキリ
の発生ピークに， 7 月下旬は優占第 1 位のミヤマカミ
キリ並びに優占第 3 位のウスバカミキリの発生ピーク
にそれぞれ対応していた．また， 7 月下旬から 8 月初
旬の個体数の減少は，優占第 2 位のキマダラミヤマカ
ミキリと優占第 3 位のウスバカミキリの個体数の減少
に対応していた．

7 月下旬の個体数のピークは灯火採集法によりミヤ
マカミキリ，キマダラミヤマカミキリ，ウスバカミキ
リなど灯火に良く飛来する種が多く確認されたため
であると考える．より正確な季節消長の解析には，ス
ウィーピング採集法とビーティング採集法によるルー
トセンサスの結果と灯火採集法による結果を分けて解
析する必要がある．

おわりに

カミキリムシは森林昆虫の代表であり，その環境に
応じて生息する種が異なっている．生息しているカミ
キリムシ相を調べることにより，その環境の自然度を理
解できる．調査地である足羽山では二次林依存種が多
く確認され，周囲を市街地に囲まれ孤立した環境では
里地里山的な自然環境が残されていることが示された．

今後，様々な環境でのカミキリムシ類のデータを蓄
積し，枯木増加などの環境の変化とカミキリムシ群集
の構造の関係について研究を継続したい．
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ABSTRACT：
A survey of the Cerambycidae fauna was conducted 
at Mt. Asuwa, Fukui City, Japan, from May 17 
to October 23, 2022, May 14 to October 22, 2023, 
and May 18 to October 19, 2024, using the light 
collection method and line-census method. A total 
of 648 individuals of 27 species belonging to five 
subfamilies of Carembycidae were identified. 
Bacchisa fortunei japonica was newly recorded at Mt. 
Asuwa. By adding this record, a total of 56 species of 
Cerambycidae were recorded at Mt. Asuwa so far. 
The results of this study were used to understand 
the species composition and the seasonal change of 
the species.
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